













Planning and Practicing Lessons on “Marriage and Health”of High School Health
　 Introducing Cooperative, Group-Based Learning Activities 　
Akinobu GOTO＊ , Shigeharu IEDA＊＊
Abstract
　This study introduced a summary of a small unit on “marriage and health” taught by the first 
author, and described the learning situations of the observed students and the students’ 
reflections after the unit. 
　The subjects were 116 second-year students (53 male and 63 female) in Aichi prefectural N senior 
high school.
　The first author designed the instruction plan for the unit on “marriage and health” over five 
classes and taught the classes.
　The unit consisted mainly of cooperative, group-based learning activities. During the discussion, 
the problems were clarified using a worksheet. Following this, the class was divided into six 
groups containing five to seven students each. There were four writing activities for each problem: 
individual thought, information shared in groups, information shared in class, and supplementary 
explanation from the teacher. Moreover, at the beginning of the next class, the students reviewed 
the previous lesson as part of an activity called “remembrance practice” to promote knowledge 
fixation and lead the students to a new learning activity, which requires utilization of previous 
knowledge. This activity is centered on group learning.
　In the students’ reflection after the unit, they reported: “I learned to think flexibly by listening 
to others,” “I became less hesitant to express my opinion,” and “It was easier for me to remember 










































































　対象者は、愛知県立 N高等学校の 2年 1組
38人（男子 13人、女子 25人）、2年 3組 37人
（男子 14人、女子 23人）、及び 2年 5組 41人












































































































図 3．3時間目「 や出産に伴う健康課題，自他の への責任」の学習カード 
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本時の内容をまとめる。
　進め方：出産について産前と産後ではどちら
が辛いか想像で答えさせる。答えさせるタイミ
ングは、導入段階、個人で原因を考えた後、グ
ループやクラスで話し合った後、指導者からの
補足説明及び体験談を聞いた後の 4回とした。
授業の進め方としては、まず産前や産後のつら
さの原因を自分なりの想像で学習カード（図 3）
に記入させる。次にグループで情報交換をさ
せ、自分の意見になかった意見を加筆させる。
さらに、グループで出た意見の中で、他のグ
学習カードに記入させる。
３）3時間目（妊娠や出産に伴う健康課題、自
他の健康への責任）
　学習活動：①「思い出し練習」を行う。②出
産について、産前と産後ではどちらが辛いか想
像しながら原因を探る。③グループ及びクラス
で情報を共有し、ディスカッションをする。④
経験談を聞き、再度ディスカッションをする。
⑤母子の健康への責任感について話し合う。⑥
出産に係わる用語の名称について理解する。⑦
図３　3時間目「妊娠や出産に伴う健康課題，自他の健康への責任」の学習カード
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図 4．4時間目「良好な人間関係や家族や周りの人からの支援」の学習カード 
89高等学校保健の「結婚生活と健康」に関する授業づくりと実践
族や周りの人からの支援に関して、夫からのサ
ポートの仕方について話し合う。③できる範囲
で可能なサポートの仕方を考える。④家族や周
りの人からの支援に関して、夫以外の家族から
の視点について話し合う。⑤家族や周りの人か
らの支援に関して、家族以外の第３者からの視
点について話し合う。⑥本時の内容をまとめ
る。
　進め方：家族や周りの人からの支援につい
て、夫、家族、第 3者の 3つの視点からどう
いったサポートができるかを考えさせる。まず
ループにはなさそうな意見をクラスで発表さ
せ、情報を共有させる。最後に事前に得ておい
た経験者からの体験談を伝え知識を追加させ、
妊娠、出産にかかわる健康課題について考えさ
せる。また、この健康課題をもとにどういった
気遣いや配慮ができるかについても考えさせ、
学習カードに記入させる。
４）4時間目（良好な人間関係や家族や周りの
人からの支援）
　学習活動：①「思い出し練習」を行う。②家
図４　4時間目「良好な人間関係や家族や周りの人からの支援」の学習カード
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5．5 保健・医療サービスの活用，全体のまとめ」の学習カード 
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る。なお、母子への健康診査の利用などの保
健・医療サービスに係わる用語についても説明
をする。振り返りとして、学んだ内容や感じた
ことについてまとめさせる。また、まとめた内
容についての考え方や心境の変化について自身
と向き合わせ、学習カードに記入させる。指導
者から、健康な結婚生活に対して振り返りを行
い、将来に対して希望が持てる仕組みが構築さ
れていることを理解させる。
Ⅲ　授業の様子と生徒の感想
１．授業について
　指導者が学習指導要領での指導内容を明確に
意識し、教科書の記載内容を教えるだけでな
く、ねらいに沿った授業を展開することを目標
とした。そして、教科書を説明する授業から、
教科書を活用した授業へと転換することを試み
た。
　授業中の話し合いにおいては、情報共有する
場において自分の考えをまとめることに没頭す
る生徒をなくし、仲間の意見に耳を傾けられる
ようにするための工夫として、個人の意見をま
とめる時間を 7分程度設定した。その結果、自
分の意見を準備することで発表に対する自信と
余裕ができ、積極的に話し合いに参加する姿が
見られるようになったと感じた。また、学習
カードの記載内容も量、質共に良い方向に変化
したように思われた。
　次に、「家族や周りの人からの支援」という
指導項目において、グループ学習における男女
別グループと男女混合グループでの話し合いの
内容の差について検討した。今回実施したクラ
スでは、出産や妊娠に伴うサポートの仕方につ
いて話し合っていたが、男女別グループに分け
たクラスの一部の女子グループで、女性の大変
さについての発言が過激になり感情が高ぶって
しまうことがあった。これは、異性を尊重する
態度を育てるといったねらいから外れており授
業の修正が必要となるケースとなった。一方、
男女混合では、お互いに遠慮しながら発言する
場面が多くみられ、意見交換はさほど活発に行
夫のサポートの仕方について、女子生徒は女性
の視点からどういったサポートをしてもらいた
いか、男子生徒は男性の視点からどういったサ
ポートをしたら良いかを、産前、産後で分けて
学習カード（図 4）に記入させる。記入させた
らグループで情報を共有し、自分にない意見を
加筆させる。さらに、グループで出た意見の中
で、他のグループにはなさそうな意見をクラス
で発表させ、情報を共有させる。最後に事前に
得ておいた経験者からの体験談を伝え学習カー
ドに加筆させる。その後、精神的なサポートと
身体的なサポートに分類するためにマーカーな
どで色分けをさせる。次に、ここまでの知識を
もとに実現可能なサポートの仕方を個人で見付
けさせる。個人の意見をグループで集約し、仲
間の意見も踏まえた上で女子生徒はこれだけは
してほしいサポートを、男子生徒は自分ができ
る最高のサポートを学習カードに記入させ、ま
とめさせる。夫以外の家族からの支援や家族以
外の第 3者からの支援については、個人で記入
させた後、指導者から補足説明及び体験談の紹
介を行う。
５）　5時間目（保健・医療サービスの活用、
全体のまとめ）
　学習活動：①「思い出し練習」を行う。②社
会環境及び保健行政からの支援について話し合
う。③我が国の保健・医療サービスの参考例を
聞き、活用の仕方を学ぶ。④母子への健康診査
の利用などの保健・医療サービスに係わる用語
について理解する。⑤健康な結婚生活に関して
全般を通して感じたことをまとめる。⑥上記の
内容を振り返り、考え方や心境の変化について
自分と向き合う。⑦本時の内容をまとめる。
　進め方：社会環境及び保健行政からの視点で
思いつく支援の仕方について学習カード（図 5）
に記入させる。記入させたらグループで情報を
共有し、自分にない意見を加筆させる。さら
に、グループで出た意見の中で、他のグループ
にはなさそうな意見をクラスで発表させ、情報
を共有させる。最後に我が国の保健・医療サー
ビスの参考例を聞き、活用の仕方の説明をす
91高等学校保健の「結婚生活と健康」に関する授業づくりと実践
残りやすかった」「5時間とは思えないほど濃
密だった」「結婚に対して、不安の方が大き
かったけど、希望が持てるようになった。将来
が楽しみ」「お母さんに感謝の気持ちで一杯に
なった」などの感想があった。アンケートの回
答に、授業計画を作成した意図を反映したもの
があり、生徒の思考・判断した学びの姿が伺え
た。
Ⅳ　最後に
　学習指導要領の学習内容を自分自身で整理す
ることは、学習課題を明確にするためにも必要
不可欠であり、生徒の学びの姿に影響が出ると
考えた。
　なお、実践の課題としては、自分の意見を発
表することに抵抗がある生徒（例えば場面緘黙
の生徒など）への対応として、学習カードを見
せ合うことで情報を共有させるなどの工夫をす
るとさらに良かったかもしれない。
　次に、生徒の感想では学習内容を理解してい
る表記も確認されたが、今回の分析は表面的な
記述の整理に終わってしまった。今後は、生徒
の感想についても言葉の出現頻度を調べたり、
われている様子はなかったが、お互いの立場を
尊重する意見が多く、特に男子にとっては将来
の参考になる話し合いが展開されていたように
感じた。今回のディスカッションの結果は、お
おむねどのクラスも身体的な面でのサポートも
必要だが、精神的な面でのサポートがより大事
になってくるだろうというものであった（資料
2）。この指導項目に対する結論としては、サ
ポートを受ける側の個人的な見解もあるため、
必ずしもこれが正解という結論には至らない
が、知識を活用して思考・判断するオープンエ
ンドなディスカッションができたことで、将来
につながる良い授業実践となったように思う。
２．生徒の感想
　今回の授業実践の小単元終了後、生徒に感想
等の簡単なアンケートに答えてもらったが、
「体験談が良かった。教科書では伝わらない感
情が伝わってきた」「男女での意見交換は視点
が違ってなるほどなぁと思った」「他の人の話
を聞く中で柔軟な考えを持てるようになった」
「自分の意見を発表することにあまり抵抗がな
くなった」「思い出し練習があるので、記憶に
資料２　「周りの人からの支援」における学習カードの記入例
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４）犬山市立犬山北小学校著、田中康史・杉江
修司監修：学び合い育ち合う子どもの育成
（協同教育実践資料 16）。一粒書房、半田、
2012
５）犬山市授業研究会著、杉江修司・水谷　茂
監修：子どもの確かな学びづくりと教師の
共同（協同教育実践資料 17）。一粒書房、
半田、2012
６）犬山市立犬山中学校著、鍵野英夫・杉江修
司監修：「響き合い、高め合う学び」を創
る研究的実践（協同教育実践資料 21）。一
粒書房、半田、2014
７）常本勇治、杉江修司：学び合い深め合う学
級集団を目指すための学習の原理に共同を
一貫する効果。中京大学教師教育論叢　4：
57-72、2005
８）水谷　茂：互いに支え合う中で、成長を実
感できる授業づくり。中京大学教師教育論
叢　4：73-112、2005
また授業前後に同じ質問紙調査をしたりするな
ど、もっと授業の影響が明らかになるようにし
ていきたい。
　なお、この実践報告は主に、文部科学省が主
催した平成 24年度保健学習協議会で発表した
内容をまとめたものである。
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